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北海道における人畜共通感染症の研究

2．M2mgo"〃"Ｓ属吸虫の第２中間宿主について

宮本健司久津見晴彦

旭川医科大学寄生虫学教室

(昭和53年６月１３日受領）

前報において著者らは上川地方で捕獲された野犬125

頭を検査したところ９頭に北海道内の犬では最初の横川

吸虫寄生を認め報告した（宮本・久津見，1978)．

横川吸虫のヒトへの感染源は，中間宿主のアユが代表

的であることは多くの研究報告から知られている．北海

道ではこのアユは日本海側の各河川に分布するが，横川

吸虫被嚢幼虫の調査によると，かって古平川で捕獲した

アユに同幼虫寄生が認められたことがある．しかし,これ

ら幼虫は，稚アユと共に琵琶湖より移入されたものと推

定されている（影井・大島，1968)．また，サロマ湖や

厚岸湾産のシラウオも調査されたが本種被襄幼虫寄生は

認められなかったという（影井ら，1975)．

このような理由から，北海道の横川吸虫はその土着性

が予想されていなかったが，旭川でヒトや犬に本種吸虫

の寄生が認められた事実から，著者らはその土着性を検

討するために第２中間宿主における被嚢幼虫の寄生状況

を調べた．

いままでにMeZago"伽"s属吸虫の第２中間宿主とし

ては全国で50種余の淡水魚が判明しているが，横川吸虫

症はほとんどアユの摂取により感染が起っている．しか

し，地域によってはアユ以外の淡水魚，主としてウグイ

が重要な中間宿主である場合も知られている（横川ら，

1962；吉村ら，1972)．

旭川市内には石狩川を代表的な川とする多数の河川が

流れている．これらの河川にはアユの棲息は見られない

が，ウグイは多数棲息していて多くの釣人に親しまれて

いる．このため,旭川市内の中間宿主としては,これらの

ウグイが最も重要であると考えて調査を実施した．その

結果,前報でも予報したごとく，ウグイのウロコに寄生す

る多数のMrago"か""ｓ属吸虫被襄幼虫を発見した．こ

れら被嚢幼虫が寄生する魚はウグイ（Ｔγi6oMoMaAo‐

"elzSis）とエゾウグイ（ＴｒｉＭｏ`o〃ｅｚｏｅ）の２種でエゾ

ウグイは横川吸虫の第２中間宿主として本邦で新たに追

加されたので，以上のことについて報告する．

材料と方法

旭川市内の石狩川とその支流の美瑛川，忠別川で捕獲

したウグイを材料とした．

捕獲したウグイは体重，体長を計測後，ウロコ,表皮，

筋肉，各部位のヒレに分け，実体顕微鏡下で被嚢幼虫の

寄生を調べた．筋肉は厚ガラス板にはさみ圧平して鏡検

した．

回収した被嚢幼虫の一部はスライドグラス上に取り，

加圧しない程度に水を加えてカバーグラスで覆い，形態

の観察と各部位の計測を顕微鏡下で行った．またこれら

の被嚢幼虫は犬，チャイニーズハムスターに感染させ，

最短８日，最長129日後各動物を解剖して小腸に寄生す

る成虫を回収，得られた虫体はリストルフ液で圧平固

定，セミコン酢酸カーミン液により染色を施して種の同

定に供した．

ウグイの同定は，浮袋の形態（加畑，未発表）と頭

部感覚管孔数などによりウグイとエゾウグイに区別した

が，1977年に捕獲したウグイの種は同定せずに被嚢幼虫

数を調べた．1978年には，ウグイとエゾウグイの種を同

定してから検査に供し，また魚体片側のウロコを調べ，

その回収被嚢幼虫数を２倍して総寄生数とした．

（２９）



446

TablelPrevalenceofmetacercariaｅｏｎｔｈｅｄａｃｅ（genusTγi6oZocJo"）

accordingｔｏｔｈｅｒｉｖｅｒｓｉｎＡｓａｈｉｋａｗａｃｉｔｙ

PercentagesofMCrecoveredfrom：
YearRiversSpeciesofNo・ｆｉｓｈＮｏ．fishAvergeNo，

fishexaminedinfectedMC(range）
ScalesEpidermisMuscleFins

１（5.6％）

７（63.6％）

36(100％）

35(35）

35(1-95）

68.3(1-350）

Chubetsu

l977Biei

lshikari

T7j6oZocJo〃ｓｐ・

T7i6oZocJo〃ｓｐ．

Ｔγi6oZocJo7zsp．

100

８２．０

９３．４

０

１７．１

６．２

０
０
０

８
４
●
●

０
０
０

８
１
６

１
１
３

１(100％）

５(55.6％）

４(100％）

16(100％）

２(2)

６０．８(2-290）

102.5(70-122）

７１．５(16-156）

Ｂｉｅｉ Ｔ・〃α虎o"e"ｓｉｓ

Ｔ・ｃｚｏｅ

Ｔ．〃αAC"e"ｓｉＳ

Ｔ・ｅｚｏｅ

１
９
４
６
１

100

100

９９．６

９６．０

４
０
●
●

０
０
０
４

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

1978

lshikari

ＭＣ＝Metacercariae，ＮＤ＝Ｎｏｔdone．

Table２Measurementsofmetacercariae

recoveredfromthedace
結果

旭川市内の３河川で1977年４月より６月までに捕獲し

て検査に供したウグイは，石狩川産36匹,忠別川産18匹，

美瑛川産11匹の計65匹であった．各河川の魚における被

嚢幼虫寄生率と被嚢幼虫平均寄生数は，石狩川産100％

で68.3個（１～350)，忠別川産5.6％，３５個（35)，美瑛

川産63.6％，３５個（１～95）であった．

1978年５月には，前年と同地点の石狩川と美瑛川で捕

獲したウグイとエゾウグイを検査した.石狩川産は,ウグ

イ４匹,エゾウグイ16匹の合計20匹が得られた.幼虫寄生

率は前年同様100％,幼虫平均寄生数は77.7個(16～156)，

美瑛川産はウグイ１匹，エゾウグイ９匹の計10匹で,６０

％,５１個(2～290)とほぼ前年と同様であった(Tableｌ）．

魚体での被嚢幼虫の寄生部位としては，その80％以上

がウロコであって，次いで表皮，各部位のヒレの11頂で筋

肉からは１個の幼虫も検出されなかった．

ウロコに寄生する被嚢幼虫は，１枚のウロコに１個の

みがほとんどで，まれに２～３個のものも認められる．

被裏幼虫の形態は，ウグイのウロコから回収されるも

のは薄い硝子様被膜に覆われた円形状（0.169×0.182ｍ

ｍ）で,体表にﾉ１，鰊が密生している.体内には淡黄色の小

さな穎粒が均等に充満し全体が色黄を示す．排泄嚢内に

は黒褐色の穎粒が嚢周辺に多く，嚢中心部では穎粒が粗
で白く見える．体先端には楕円形の口吸盤（0.032×

0.049ｍｍ）が備わる．次いで類円形の咽頭（0.020×

0.027ｍｍ）が認められ，この後方に腹吸盤（0.018×

0.028ｍｍ)が存在する(Table２，Fig.１)．ウグイ表皮か

らの被曇幼虫は，厚い硝子様の被膜に覆われるものが多

く，被嚢の直径はウロコから得られるものより大きい．

Length Ｗｉｄｔｈ

Cyst

Oralsucker

Pharynx

Acetabulum

Excretory
bladder

0.16933±０．０１０２

0.03218±０．００４７

0.02014±０．００２４

0.01838±０．００２５

0.05754±０．０１４９

0.18205±0.01036

0.04908±0.00318

0.02674±０．００３１２

0.02789±0.00275

0.09247±0.01631

Themeasurementsinmillimeterareｍｅａｎｓａｎｄ

ＳＤ・of32metacercariae．

Ｆｉｇ．１Photomicrograph

〃o肋gamaimetacercaria

scaleofdace．

ofM12Zago〃力""ｓ

ｅｎｃｙｓｔｅｄｏｎｔｈｅ

これら被嚢幼虫の形態的特徴や各部位の計測値は横川

吸虫被嚢幼虫のそれとほぼ一致する．しかし幼虫の種を

確認するため，動物への感染実験を試みた．分離した被

嚢幼虫や石狩川産ウグイを犬，８例，チャイニーズハム

(３０）
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Ｔａｂｌｅ３Ｒｅｃｏｖｅｒｙｏｆｔｈｅｗｏｒｍｓｆｒｏｍｔｈesmallintestineoftheexperimen‐
tallyinfectedanimalswithmetacercariaeand/oｒｄａｃｅ

Animalsｕｓｅｄ
Durationafter

infection

（day）

Datesof

infection

Sourcesof

infection

Ｎｏ．worms

recoveredBodyweightSex
（kg）

Ｎｏ．

１
１
１
１
１
１
ｌ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

ｍ
Ｍ
Ｍ
ｍ
ｍ
函
ｍ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

1．Dogｓ

2．

３．

４．

５．

６．

７．

５
５
５
５
０
７
７

●
●
●
●
●
●
●

５
２
２
１
３
２
２

ｙ
ｙ
配
醒
１
Ⅳ
比
１
Ｕ

Ｍ
Ｍ
ｍ
ｈ
ｈ
Ｏ
ｈ

７７リ

ブ

８
０
７
７
８
３
２

１
２

２

Ｃ
Ｃ
配
唾
亟
配
Ｃ
唾
Ｃ
唾

Ｍ
Ｍ
ｍ
ｍ
曲
血
Ｍ
ｍ
Ｍ
血

５
０
３
１
４
０
１
１
７
４

３
２
２

１
７
６

１
５
３

り

１

３
５
８
０
８
９
９

４
４
２
２

２
７

１

２２

９２

４，１０８

３６９

１９７

１６１

２，３９９

Female２．５8． Ａｕｇ、２ 9978５

９．ChinesehamstersMale

lO、

1１．

１２．

１３．

８
２
２
２
１

ｙ
可
珂
可
山

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｊ

あ
あ
妬
妬
２

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

０
０
０
０
４

０
５
５
５
４

１ ９
９
９
９
２

２
２
２
２
１

ＭＣ＝Metacercariae

スター５例に投与した結果，いずれの動物の小腸からも

MBmgo"〃"Ｓ属吸虫の成虫を回収することができた

(Table３)．これらM2Zago"”"ｓ属成虫の形態学的所

見および虫卵の計測値は，横川吸虫の特徴と一致したの

で同種と同定した（Table４)．

られた（神谷ら，1975)．

一方，中間宿主の調査はほとんど行なわれていない．

アユの北海道内における分布は，日本海側の各河川に棲

息することが明らかであった（岡田・桜井，1939)．ま

た，1965年より毎年余市川，利別川，古平川へ琵琶湖産

稚アユが移殖放流されている（北海道立水産孵化場資

料)．アユに寄生する横川吸虫被嚢幼虫の調査は，これ

ら河川のうち古平川で実施され，５７～75％の魚に被嚢幼

虫が検出された．しかし，この幼虫は稚アユと共に琵琶

湖より移入されたものと推定している（影井・大島，

1968)．一方，サロマ湖と厚岸湾産シラウオを調べた結果

では,同幼虫は寄生していないことから,北海道には横川

吸虫は士着していないと考えられてきた(影井ら,1975)．

次にカワニナの分布をみると，北海道南部に棲息する

といわれる（岡田，1948)．しかし，横川吸虫セルカリ

アの寄生状況の調査は今まで行なわれていない．

以上のように，北海道内の横川吸虫に関する研究は極

めて少なかったので，著者らは1977年から上川地方の野

犬について調査し，125頭中に９頭の横川吸虫寄生例を

報告した（宮本・久津見，1978)．これに引き続いて，

第２中間宿主の究明を試みたところ，旭川市内の河川に

多数棲息するウグイに横川吸虫被嚢幼虫寄生を発見し

考察

横川が1911年，台湾産アユから横川吸虫を発見，桂田

（1912）により命名されて以来，多くの研究報告によっ

てヒトへの感染はほとんどがアユ摂取により成立してい

ることが明らかにされた(伊藤ら，１９６７；影井，１９６６；影

井・大島，１９６８；影井・木畑，1973)．しかし地域によ

っては，アユ以外の淡水魚を感染の原因とした報告も知

られている（ウグイ，横川ら，１９６３；吉村ら，１９７２；シ

ラウオ，鈴木ら，１９６３；小宮ら，１９５８；影井ら，1975)．

北海道におけるMeZago"〃"S属吸虫の分布に関する

調査報告は極めて少なく，その存在はほとんど不明の状

態であった.これまでの報告を調べると,旭川アイヌ人２

名（藤井ら，1926）と道民２名（RitchieeZaL，1954）

がそれぞれ横川吸虫卵保有者の例として知られているの

みである．近縁種としては，近年札幌市内の犬４頭に高

橋吸虫（Mrago"〃"ｓｊＭｏｇａｍａｉＺａﾉＭｉａＷｉ）が認め

（３１）
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Table4MeasurementsofM2Zago"”"ｓｙｏ肋gazuaifromtheinfected

animals（ｉｎｍｍ）

Ｐｒｅｓｅｎｔａｕｔｈｏｒｓ

Yokogawa，１９１３ Chinesehamsters

（Ｎｏ．9-13）
Straydogs Ｄｏｇ（Ｎｏ．７）

Ｂｏｄｙlength

width

Oralsucker

Pharynx

１．１２５－１．６５０

０．４２５－０．７３０

0.0770-0.0864

0.0504-0.0528
×

0.0450-0.0520

0.1200-0.1368

×

0.0848-0.1080

0.1200-0.1320

１．１０３－１．７１９

０．４７８－０．７４１

０．０６７－０．１０３

０．０３７－０．０６２

×

０．０３８－０．０６５

０．１０１－０．１８８

×

０．０８０－０．１３１

０．１０３－０．１８１

×

０．０６５－０．１３８

０．２０９－０．３８５

×

０．１１７－０．２５１

０．１８６－０．３５６

×

０．１４３－０．２６８

0.0255-0.0355

×

0.0150-0.0202

０
７

９
４
８
７
６
８
４
０
７
６
８
７
８
３
９

９
０
８
４
６
４
９
５
２
８
３
３
２
３
１

３
６
０
０
０
１
０
１
１
２
２
３
２
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

一
一
｜
｜
×
｜
｜
×
｜
｜
×
｜
｜
×
｜
｜
×
｜
‐
×
５

６
８
４
８
０
７
７
４
３
７
１
０
０
６
４

８
１
６
２
４
８
６
０
６
２
１
９
２
２
１

８
４
０
０
０
０
０
１
０
１
１
１
１
０
０

の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
８

８
０
０
５
５
０
８
４
１
２
６
６
９
１
９

冊
〃
肥
肥
冊
Ⅳ
Ⅲ
的
肥
咀
、
皿
ｕ
Ⅱ
Ⅲ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

’
一
一
一
×
一
一
×
一
一
×
｜
｜
×
｜
｜
×
’
３
×
５

４
７
５
６
９
１
１
８
９
６
３
４
１
３
２

必
弘
冊
佃
Ⅱ
Ⅱ
Ｗ
朋
叫
朋
冊
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ
ｕ

Ｃ
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Acetabulum

Ovary

Testes ０．２１０－０．２８０

Ｏｖａ ０．０２７５－０．０３

×

0.0155-0.0168

た.当地にはウグイのほかエゾウグイも分布する（Kura‐

waka，1977)．今回の調査では,魚の浮袋の形態（加畑，

未発表）や頭部感覚管孔数（小野寺・本間，１９７６；

Kurawaka，1977）により種を区別したところ，横川吸

虫被嚢幼虫寄生のエゾウグイを検出した．このことは，

M2Zago"〃"Ｓ属吸虫の第２中間宿主として新たにエゾ

ウグイを追加することになる．

旭川市のアイヌの人々からの聞き取り調査の結果，ウ

グイは古くより干物として料理に利用していることが判

明した．アイヌ人における横川吸虫寄生例（藤井ら，

1926）の場合は，土着していた横川吸虫がウグイを介し

て感染したことが充分推測できる．

これまでウグイに横川吸虫被嚢幼虫寄生の認められた

県は，大分（瀧,１９３５；古賀,１９３８；木船・白石,１９６６；

岡部ら，1968)，宮崎(越智，1928)，熊本(古賀，1922)，

徳島（′j､林，1912)，岡山（小林，1912)，島根（小林，

1912；影井，1966b)，大阪（久保，1950)，三重（越智，

1928)，滋賀（小林，1912)，石川（高亀，1939)，愛知

（武藤，1917)，静岡（武藤，１９１７；横川ら，１９６２；伊

藤・望月，１９６８；小林，1972)，富山（斉藤，1968)，

新潟（斉藤，1968)，山形（斉藤，1968)，宮城（小林，

1912；越智，1928)，秋田(中出，１９７２；吉村ら，1972)，

青森（中出，1972）の１府17県で，なかでも静岡，秋田

県はアユよりも重要な中間宿主とされている（横川ら，

1962；吉村ら，1972)．

今回調査したウグイは，旭川市内の石狩川，忠別川，

美瑛川で捕獲したが，各河川のウグイの寄生幼虫数に差

異が認められた．1977年には,石狩川では幼虫寄生率100

％，幼虫平均寄生数68.3個（１～350)，忠別川5.6％，

35個（35)，美瑛川63.6％，３５個（1～95）であり，１９７８

年には石狩川100％，77.7個（16～156)，美瑛川60％，

51個（２～290）と前年と同様の結果が得られた．この

結果をこれまで報告のあった成績と比較してみると，大

分県は寄生率100％，幼虫寄生数1,500～100,000個と濃

厚感染が見られた（木船・白石，1966)．静岡県８０％，

幼虫平均寄生数107.5個（横川ら，1962)，17.7％，９．４

個（伊藤ら，1968)，富山県100％，135.4個，227.0個

(斉藤，1968a)，山形県72.7％，３個(斉藤，1968a)，秋

田県100％，270個（吉村ら，1972）で旭川のウグイより

寄生幼虫数の多い場合が見られる．

なお，魚体における被裏幼虫の寄生数表現法として

は，魚体両側にはほぼ同数寄生するので，片側の一定部

（３２）
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位のウロコを調べる（古賀，1938)，アユのセピレ直下

側線上のウロコ100～200枚の検査（大島ら，1966)，魚

体片側の前'/4部のウロコ，表皮の検査（吉村ら，1972）

などが知られている．そこで，最初は寄生幼虫数が少な

いものと考え，1977年の材料はすべての部位について精

査して，寄生幼虫を数えた．その結果，やはり寄生幼虫

数はこれまでの報告に比べると少ないので，今迄の報告

を参考として，北海道では少なくとも魚体片側を調べる

必要があると判断した．

ウグイでの幼虫寄生部位は，ウロコに多いという成績

(古賀，１９３８；横川ら，１９６２；木船・白石,１９６６；伊藤・

望月，1968）と，表皮に多いという結果（岡部ら，

1968；斉藤，1968ａ；吉村ら，1972）とが知られている．

今回の成績は，ほとんどの幼虫はウロコに寄生し，次い

で表皮，ヒレの順で筋肉からは幼虫は検出されなかっ

た．このように地域により幼虫寄生部位に相異が見られ

るが，この原因については不明である．これら被嚢幼虫

の形態は，ウロコでは薄い被膜に覆われた円形状である

が，表皮では厚い硝子様の膜に覆われ被嚢内幼虫体内に

は淡黄色の穎粒が均等に分布している．排泄嚢内は黒褐

色の穎粒が襄壁周辺に多く，中心部は薄く白く見える．

この幼虫の形態は，横川吸虫の幼虫の特徴と一致した．

ウグイに寄生する被嚢幼虫の大きさは，ウロコよりも

表皮に寄生する方が大きい．また動物感染実験により得

られる虫卵も，表皮寄生幼虫に由来するものが大型であ

るという（斉藤ら，1976)．しかし著者らは幼虫のほと

んどがウロコより回収されたので，特に表皮からの幼虫

を分けて動物へ感染させることは行なわなかった．

M2Zago"〃"ｓ属吸虫の１種として高橋吸虫が提唱

（鈴木，1930）されて以来，横川吸虫との種の異同に関

する研究も多く見られる．特にアユ以外の淡水魚に寄生

する被嚢幼虫が論議されてきた（高橋，１９２９；古賀，

1938；越智，１９５７；斉藤，1968a,b)．近年，この両種成

虫の形態学的差異（斉藤,1972)，中間宿主への感染実験

（斉藤，1973)，免疫電気泳動像の比較（斉藤・辻，

1973)，セルカリアの走査電子顕微鏡的研究（藤野ら，

1976）などの一連の研究により，高橋吸虫を独立種とす

べき結果が得られている．しかしそれにもかかわらず，

それらの成績からは，両種成虫での特徴は見出されず，

唯一の手段として，虫卵の特徴，特にその短径に差異が

あることで鑑別が可能であるとされているので，今回の

種の判定もこれに従った．

このほか，ウグイに寄生する被嚢幼虫の極く少数に，

横川吸虫幼虫以外のものが認められたが，これらについ

ては，今後検討してゆく．

第１中間宿主のカワニナ（８℃〃s"Zco､Ｗｒａｚｉ６ｅｒ""α）

は，北海道南部に分布すると報告されていた．しかし，

1977年に旭川市内の河川からも採集できたが，セルカリ

アの検査はまだ行っていない．この点に関しては，今後

も調査を継続する．

また，かつて北海道の河川の水温を検討したところ，

水温が１８Ｃ以上になることは非常に少ないとされたの

で，これも横川吸虫の土着性が疑われた原因の１つとな

った（影井・大島，1968)．ところが今回1975年度水質

年表と1977年度北海道開発局の水温記録を調べると，旭

川市内の暁橋(忠別川)から下流の石狩川河口では，７～

８月にセルカリアの遊出可能温度とされている１８Ｃ以

上（影井,1966a）を示す日が多い．また旭川市内伊納地

点での連日記録では６月下旬より９月上旬間は，水温が

18Ｃ以上を示すことが判明した（Fig.２，３)．この水温

観測は，河川の流心部を測定した結果であって，ワカニ

ナが棲息する河岸は，これよりも水温は高いと思われ

る．これまでの成績から，カワニナの分布する地域が旭

川市内にも存在することが予想されるので，今後貝から

セルカリアを確認してウグイにおける被嚢幼虫寄生との
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ハムスターに感染させたところ，いずれからも横川吸虫

の成虫が回収された．

稿を終るに当り，ウグイの同定に関し御教示頂いた北

海道大学水産学部水産動物学講座徳屋邦彦氏，北海道指

導漁業協同組合連合会加畑雅章氏，カワニナの同定を御

願いした麻布獣医科大学板垣博教授，石狩川の水温観測

記録を使用させて頂いた北海道開発局旭川開発建設部鈴

木庄一氏に深謝致します．また，ウグイの採集に御協力

頂きました旭川医科大学美甘和哉，笹森秀雄両教授，岡

田雅勝，岩淵次郎両助教授に感謝の意を表します．
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STUDIES ON ZOONOSES IN HOKKAIDO, JAPAN

2. ON THE SECOND INTERMEDIATE HOSTS OF METAGONIMUS

YOKOGAWAI IN ASAHIKAWA CITY, KAMIKAWA DISTRICT

Kenji MIYAMOTO and Haruhiko KUTSUMI

{Department of Parasitology, Asahikawa Medical College,

Asahikawa, 078-11, Japan)

In the previous report, the first record of Metagonimus yokogawai from the stray dogs

in Hokkaido was described.

The present paper deals with the results of the survey on the fresh water fishes, the se

cond intermediate host of M. yokogawai in Asahikawa city. Ishikari, Biei and Chubetsu

rivers teem with several kind of fishes, especially with the dace (genus Tribolodon), and fishing

is a favorite with many citizens. Infestation of fishes with M. yokogawai was confirmed by

the examination on number and distribution of metacercariae encysted in the dace.

The majority of metacercariae was recovered from the scales and some from the epidermis

and fins, but no metacercariae was found from the muscle tissues of the fishes.

The metacercariae were found 100% (36 out of 36) of the fishes and average number was

68.3 (1-350) in Ishikari river, 63.6% (7 out of 11) and 35 (1-95) in Biei river, 5.6% (1 out of

18) and 35 in Chubetsu river, respectively. Prevalence of metacercariae in the dace was also

examined in 1978 at the same points of the rivers as in 1977, similar results being obtained

(Table 1).

These metacercariae bear close resemblance to that of M. yokogawai, and identification

of this species was performed by shape and size of metacercariae, adult worms and especially

by the size of their ova. Adult worms were recovered from the experimentally infected

animals, dogs and chinese hamsters (Table 2, 3, 4 and Fig. 1).

In the present paper, the data indicated that the first finding of M. yokogawai meta

cercariae from the Japanese dace, Tribolodon hakonensis and the rosyface dace, T. ezoe and

the latter is the new record of the second intermediate host of M. yokogawai in Japan.

With regard to the epidemiological point of view, water temperature was analized in the Ishi

kari river from the mouth to the upper stream. The results obtained in July and August in

both 1975 and 1977 indicated that the water tepmerature reached frequently over 18C. It has

been known that shedding of cercariae of M. yokogawai from the infected snails was observed

at the water temperature of 18C or more.

From these results, it was considered that M. yokogawai might be indigeneous species

in Asahikawa city.

(36)




